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一　般　演　題

1・慢性腎不全患者の骨シンチグラムにおける体内分布

　　の数値化一生データとAD変換データの比較一
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　慢性腎不全患者では続発性副甲状腺機能充進症がしば

しば見られ，これらの患者の全身骨シンチグラムは特徴

ある全身分布を呈する．われわれはこの体内分布を数値

化し発表してきたが，慢性腎不全患者はその経過が長く，

長期的経過観察が重要である．今回過去のシンチグラム

も利用するために，フィルムをAD変換したものをデー

タ処理し，生データから直接データ処理したものと比

較・検討したので報告した．AD変換したものを処理す

ると生データから処理したものよりも，ほとんどの症例

で高値を呈したが，両者には良い相関が得られた．この

方法は長期経過観察に有用と思われる．

2・PET全身スキャン応用による局所摂取率の検討
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　（島津製作所）

　島津製作所製のHEADTOME・IVに，新開発の，平

面画像用トランスミッションスキャン，吸収補正プログ

ラムを使用し，以下の測定結果を得た．1）FWHMは，7

mmとなった．2）pool　phantomに，吸収体を置き計測

施行し，良好な吸収補正結果を得た．3）pool　phantom

に，階段状および，傾斜状のphantomを置き，計測施

行した．集積量とカウントが，直線的関係にあった．4）

人体にF－18FDGを投与し経時的に計測を行った．心

臓，脳への取り込みが，経時的に増加し，集積量の変化

が明瞭になった．1結論］ポジトロン平面画像用ソフトに

改良を加えて，全身平面画像撮影にも，吸収補正が可能

となり，良好な吸収補正結果を得た．放射性薬剤の臓器

や腫瘍への集積量を簡便に，かつ非侵襲的，経時的に測

定することが可能になった．

3．　18FDG・PETによる食道癌リンパ節転移診断能の検

　　討一基礎的および臨床的検討一
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　PETによるリンパ節転移の診断について基礎的，臨

床的に検討した．基礎実験は径の異なる円筒と球形のフ

ァントムのなかに68Gaを注入してPETにより撮像し

た．臨床例は食道癌手術症例8例について18FDG－PET

とCTによるリンパ節転移の診断能について比較した・

ファントム実験で直径20mm以下では見かけ上の集積

が大きく低下することがわかった．臨床例ではリンパ節

の大きさは直径10mm前後が多く，リンパ節転移の集

積は大きさの補正の有無にかかわらず転移のないリンパ

節に比して有意に高かった．診断能はCTよりPETの

方が高い傾向にあったが，さらに症例を重ねる必要があ

ると考えられた．

4 局所脳血流量と総頸動脈血流量との比較検討

一1231・IMPと頸動脈ドプラの比較一
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　今回，われわれは，1231－IMPを用いた局所脳血流シン

チによる血流量と検査前に施行した頸部超音波ドプラに

よる総頸動脈血流量を片側性脳梗塞22例について比較

検討した．

　方法は，局所脳血流シンチでは，静脈採血法（松田法）
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